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谷
崎
潤
一
郎
「
痴
人
の
愛
」、
そ
し
て
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
、

　
　
　
　
　
　
　
　

デ
・
ク
イ
ン
シ
ー
、「
写
真
の
趣
味
」
な
ど

石　

割　
　

透　
　
　

　
「
私
は
此
れ
か
ら
、
あ
ま
り
世
間
に
類
例
が
な
い
だ
ら
う
と
思
は
れ
る
私
達
夫
婦
の
間
柄
に
就
い
て
、
出
来
る
だ
け
正
直
に
、

ざ
つ
く
ば
ら
ん
に
、
有
り
の
ま
ヽ
の
事
実
を
書
い
て
見
よ
う
と
思
ひ
ま
す
。
そ
れ
は
私
自
身
に
取
つ
て
忘
れ
が
た
な
い
貴
い
記
録

で
あ
る
と
同
時
に
、
恐
ら
く
は
読
者
諸
君
に
取
つ
て
も
、
き
つ
と
何
か
の
参
考
資
料
と
な
る
に
違
ひ
な
い
。
殊
に
此
の
頃
の
や
う

に
日
本
も
だ
ん

く
国
際
的
に
顔
が
広
く
な
つ
て
来
て
、
内
地
人
と
外
国
人
と
が
盛
ん
に
交
際
す
る
、
い
ろ
ん
な
主
義
や
ら
思
想

や
ら
が
這
入
つ
て
来
る
、
男
は
勿
論
女
も
ど
し

く
ハ
イ
カ
ラ
に
な
る
、
と
云
ふ
や
う
な
時
勢
に
な
つ
て
来
る
と
、
今
ま
で
は
あ

ま
り
類
例
の
な
か
つ
た
私
た
ち
の
如
き
夫
婦
関
係
も
、
追
ひ

く
諸
方
に
生
じ
る
だ
ら
う
と
思
は
れ
ま
す
か
ら
。」

　

こ
の
よ
う
な
文
章
で
始
ま
る
谷
崎
潤
一
郎
の
「
痴
人
の
愛
」（
一
九
二
四
・
三
│
六
「
大
阪
朝
日
新
聞
」、
一
九
二
四
・
一
一
│

二
五
・
七
「
女
性
」）
は
、
夫
人
ナ
オ
ミ
の
男
性
関
係
に
翻
弄
さ
れ
、
生
活
が
解
体
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
も
辞
す
羽
目
に
陥
っ

た
譲
治
と
い
う
男
の
、足
か
け
八
年
間
の
〈
夫
婦
〉
関
係
の
「
記
録
」
で
あ
る
。
が
、「
私
自
身
に
取
つ
て
忘
れ
が
た
な
い
貴
い
記
録
」

で
あ
り
、「
読
者
諸
君
に
と
つ
て
も
、
き
つ
と
何
か
の
参
考
資
料
と
な
る
」
と
の
意
図
で
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
を
記
そ
う
と
し
た
譲
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に
関
心
が
向
っ
た
知
的
女
性
を
商
品
販
売
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
よ
う
と
す
る
意
図
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。「
痴
人
の
愛
」
の
後

半
部
が
発
表
さ
れ
た
雑
誌
「
女
性
」
は
、
中
山
太
陽
堂
と
い
う
、
当
時
で
は
有
力
な
女
性
化
粧
品
会
社
が
後
援
す
る
、
プ
ラ
ト
ン

社
の
刊
行
で
あ
り
、
そ
れ
が
ナ
オ
ミ
の
造
型
に
も
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

お
抱
え
の
運
転
手
と
心
中
、
夫
人
の
み
が
助
か
っ
た
一
九
一
七
年
三
月
七
日
の
、
枢
密
院
副
議
長
で
あ
っ
た
芳
川
伯
爵
四
女
、

芳
川
鎌
子
夫
人
の
事
件
で
も
明
か
な
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
急
速
に
台
数
が
増
え
た
自
動
車
、
そ
れ
に
伴
い
、
菊
池
寛
の
「
真
珠

夫
人
」（
一
九
二
〇
・
六
│
一
二
「
大
阪
毎
日
新
聞
」「
東
京
日
日
新
聞
」）「
火
華
」（
一
九
二
二
・
三
│
八
「
大
阪
毎
日
新
聞
」「
東

京
日
日
新
聞
」）
に
も
織
り
込
ま
れ
る
自
動
車
事
故
が
、
自
動
車
内
の
私
的
空
間
の
も
つ
風
紀
上
の
い
か
が
わ
し
さ
と
と
も
問
題

に
な
り
、「
中
央
公
論
」
が
「
新
時
代
の
流
行
と
し
て
観
た
る
「
自
動
車
」
と
「
活
動
写
真
」
と
「
カ
フ
ェ
ー
」
と
の
印
象
」
の

特
集
を
編
ん
だ
の
も
、
一
九
一
八
年
九
月
で
あ
っ
た
。
自
動
車
と
い
う
機
械
を
自
在
に
扱
え
る
、
新
し
い
技
術
を
持
っ
た
運
転
手

が
、
大
正
中
期
に
は
新
し
い
職
業
と
し
て
脚
光
を
浴
び
る
。
芳
川
鎌
子
事
件
は
そ
う
し
た
当
時
の
現
象
を
端
的
に
示
す
も
の
で
あ

り
、
家
庭
に
閉
ざ
さ
れ
た
女
性
を
、
直
ち
に
遠
方
の
空
間
に
逃
れ
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
運
転
手
が
、
女
性
に
と
っ

て
、
或
る
種
の
救
済
者
の
よ
う
に
映
じ
た
こ
と
は
、
想
像
す
る
に
難
く
な
い
。
自
動
車
内
の
私
的
な
、
あ
る
種
の
い
か
が
わ
し
さ

を
伴
っ
た
空
間
が
、
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
た
こ
と
に
も
、
家
庭
で
は
個
室
さ
へ
も
ち
得
な
い
女
性
の
隠
さ
れ
た
願
望
が
示
さ

れ
て
い
る
。

　

ナ
オ
ミ
と
知
り
合
い
、同
居
す
る
に
至
っ
た
譲
治
の
意
図
は
、彼
女
と
の
時
間
の
中
で
、次
第
に
変
容
し
て
い
っ
た
。譲
治
に
と
っ

て
の
「
籠
の
中
の
小
鳥
」「
人
形
」「
装
飾
」
に
過
ぎ
な
か
っ
た
ナ
オ
ミ
は
、
成
熟
す
る
と
と
も
に
、
昼
間
の
一
定
時
間
を
会
社
内

に
拘
束
さ
れ
る
譲
治
の
生
活
習
慣
を
知
っ
た
う
え
で
、
奔
放
に
譲
治
以
外
の
男
性
と
の
関
係
を
享
楽
す
る
。
ナ
オ
ミ
こ
そ
、
そ
う

し
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
の
夫
人
が
共
通
に
抱
い
て
い
た
に
違
い
な
い
昼
間
の
空
虚
さ
に
対
し
て
、
最
も
過
激
に
反
応
し
た
女
性

で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
意
味
で
、「
痴
人
の
愛
」
に
譲
治
が
記
し
た
こ
の
「
記
録
」
こ
そ
、
従
来
の
家
制
度
が
解
体
に
瀕
し
た
後

に
生
み
出
さ
れ
た
、
典
型
的
な
家
庭
の
あ
り
よ
う
で
あ
っ
た
ろ
う
。
昼
間
「
模
範
君
子
」
と
し
て
真
面
目
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し

治
に
は
、
八
年
間
の
ナ
オ
ミ
と
の
生
活
に
対
す
る
反
省
や
、
強
い
自
嘲
は
皆
無
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、「
国
際
的
」
と
も
言

い
得
る
、
前
衛
的
で
時
代
を
先
ど
り
し
た
男
女
関
係
、
結
婚
生
活
を
送
っ
た
自
己
に
対
す
る
高
ら
か
な
矜
持
さ
へ
認
め
ら
れ
る
。

ナ
オ
ミ
と
の
長
い
時
間
を
「
記
録
」
し
よ
う
と
し
た
彼
の
情
熱
は
、
こ
う
し
た
自
己
の
生
活
の
正
当
性
を
公
表
す
る
こ
と
に
あ
り
、

こ
の
点
に
先
ず
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
の
性
格
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

　

大
正
中
期
よ
り
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
層
が
急
激
に
増
加
し
た
こ
と
と
平
行
し
て
、
わ
が
国
で
は
、
従
来
の
儒
教
思
想
を
基
盤
と
す

る
家
制
度
の
解
体
は
一
層
顕
著
に
な
り
、
核
家
族
と
し
て
の
新
た
な
家
庭
、
マ
イ
・
ホ
ー
ム
の
ス
タ
イ
ル
が
都
市
部
に
定
着
し
つ

つ
あ
っ
た
。
が
、
新
た
な
市
民
社
会
の
確
か
な
規
範
が
な
お
構
築
さ
れ
ず
、
そ
れ
を
支
え
る
宗
教
、
倫
理
、
思
想
の
歴
史
的
基
盤

を
持
た
な
い
わ
が
国
で
は
、
岩
野
泡
鳴
、
遠
藤
清
子
の
関
係
を
見
る
ま
で
も
な
く
、
愛
や
家
庭
の
多
様
な
形
態
が
そ
こ
に
出
現
す

る
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
と
っ
て
は
、
生
活
の
う
え
で
公
私
の
別
も
分
か
た
れ
、
会
社
の
仕
事
が
終
わ
り
、
職
場
を
離
れ
れ
ば
、
職

場
の
同
僚
さ
え
、
彼
の
生
活
を
知
る
術
も
な
い
。
近
代
都
市
特
有
の
人
間
関
係
が
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
層
の
拡
大
と
と
も
に
新
た
に

現
出
し
、
夫
の
職
場
に
い
る
時
間
の
多
く
を
、
多
く
の
妻
は
家
庭
を
守
る
こ
と
に
費
や
す
こ
と
を
強
い
ら
れ
た
。
夫
の
仕
事
の
時

間
、
曜
日
、
休
暇
は
或
る
程
度
固
定
化
し
、
将
来
の
家
庭
計
画
を
立
て
、
娯
楽
、
趣
味
、
レ
ジ
ュ
ア
ー
に
時
間
を
割
き
、
そ
れ
を

予
定
す
る
生
活
も
可
能
と
な
る
。
夫
の
職
場
に
い
る
時
間
、
多
く
の
妻
は
家
事
を
任
さ
れ
、
夫
が
帰
宅
す
る
ま
で
の
自
由
な
時
間

を
も
て
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
エ
リ
ー
ト
・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
夫
と
暮
し
、
あ
る
程
度
に
才
能
を
も
っ
た
無
職
の
主
婦
の
、
夫
不

在
の
時
間
の
空
虚
な
淋
し
さ
は
、
芥
川
龍
之
介
の
「
秋
」（
一
九
二
〇
・
四
「
中
央
公
論
」）
に
印
象
深
く
描
か
れ
て
い
た
が
、
知

的
関
心
、
能
力
を
持
っ
た
女
性
の
、
夫
不
在
の
時
間
の
過
ご
し
方
も
、
大
正
中
期
以
後
、
女
性
に
と
っ
て
大
き
な
関
心
事
と
な
っ

た
。
多
く
の
婦
人
雑
誌
の
刊
行
や
、
婦
人
を
読
者
層
に
期
待
し
た
小
説
が
隆
盛
す
る
の
も
、
こ
う
し
た
風
潮
を
背
景
に
し
て
い
て

い
た
わ
け
で
、
ナ
オ
ミ
も
ま
た
、
有
島
武
郎
の
「
カ
イ
ン
の
末
裔
」
を
読
ん
で
、
昼
間
の
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
今
日
は
帝
劇
、
明
日
は
三
越
」
の
有
名
な
キ
ャ
ッ
チ
・
フ
レ
ー
ズ
の
通
り
に
、
三
越
百
貨
店
は
明
治
末
よ
り
、
販
売
部
門
に

婦
人
の
洋
装
部
と
と
も
に
、
小
物
品
部
・
化
粧
品
部
、
更
に
児
童
部
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
こ
と
も
、
こ
う
し
た
家
庭
の
外
、〈
街
〉
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た
〈
自
分
〉
の
懺
悔
で
あ
っ
た
。「
痴
人
の
告
白
」
と
も
邦
訳
で
題
さ
れ
る
こ
の
作
品
を
、『
痴
人
の
懺
悔
』
と
し
て
一
九
一
五
年

五
月
に
洛
陽
堂
か
ら
訳
出
刊
行
し
た
の
は
、
谷
崎
と
第
二
次
「
新
思
潮
」
を
と
も
に
し
た
、
わ
が
国
の
〈
世
紀
末
〉
の
体
現
者
に

他
な
ら
ぬ
、
木
村
荘
太
で
あ
っ
た
。
女
性
崇
拝
と
嫌
悪
の
感
情
に
引
き
裂
か
れ
、
三
度
に
わ
た
る
凄
絶
な
結
婚
生
活
を
体
験
し
た

ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
の
、
最
初
の
結
婚
生
活
の
体
験
を
反
映
し
、「
自
己
弁
護
に
於
て
書
か
れ
、
又
最
後
の
遺
書
」
と
し
て
書
か
れ
た
、

「
痴
人
の
告
白
」（「
痴
人
の
懺
悔
」）
の
〈
男
爵
夫
人
〉
マ
リ
エ
は
、
男
爵
に
別
れ
て
〈
自
分
〉
と
の
共
同
生
活
に
入
る
が
、
女
優

志
願
の
彼
女
は
、
著
名
な
戯
曲
家
の
〈
自
分
〉
に
対
し
て
優
位
な
位
置
に
立
た
な
け
れ
ば
満
足
し
な
い
。〈
自
分
〉
は
彼
女
に
対

し
て
意
識
的
に
身
を
卑
し
く
し
、「
恰
も
お
伽
噺
の
巨
人
、
主
人
公
の
如
く
に
、
自
分
の
髭
を
引
張
っ
て
ふ
ざ
け
る
事
」
ま
で
彼

女
に
許
す
。
金
銭
の
不
当
な
要
求
を
拒
否
す
れ
ば
、
彼
女
は
何
も
言
わ
ず
、「
自
分
に
背
中
を
反
け
て
仕
舞
ふ
。
そ
し
て
あ
ら
ゆ

る
彼
女
の
云
ひ
出
し
を
そ
の
晩
に
方
っ
て
自
然
に
承
認
」
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
、「
自
分
は
現
実
に
圧
し
下
げ
ら
れ
ゝ
ば

圧
し
下
げ
ら
れ
る
に
連
れ
て
一
層
自
分
の
う
ち
に
起
る
彼
女
の
美
の
幻
想
に
皷
吹
さ
れ
」
る
。
一
方
、〈
男
爵
〉
も
彼
女
に
対
す

る
嫌
悪
と
愛
着
の
交
錯
し
た
感
情
に
攻
め
ら
れ
な
が
ら
、
妻
の
姦
通
に
嫉
妬
の
交
じ
っ
た
快
感
に
酔
い
痴
れ
る
。

　

男
爵
夫
人
を
中
心
と
し
た
時
間
の
中
で
の
関
係
の
変
容
を
描
く
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
の
こ
の
小
説
の
〈
自
分
〉
は
、一
面
に
は
「
痴

人
の
愛
」
の
譲
治
に
も
似
て
、
時
に
は
彼
女
に
対
す
る
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
的
な
快
感
を
も
伴
い
、
所
謂
〈
宿
命
の
女
〉
に
関
わ
っ
た
体

験
記
と
い
っ
た
点
で
、
西
洋
世
紀
末
の
小
説
の
典
型
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
エ
ロ
チ
シ
ズ
ム
の
表
現
は
、『
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
ル
ク
小

説
全
集
第
三
巻　

痴
人
の
告
白
』（
一
九
二
四
・
六　

新
潮
社
）
の
三
井
光
弥
訳
で
は
、
多
く
の
箇
所
に
伏
字
が
認
め
ら
れ
る
よ
う

に
、
相
手
が
成
熟
し
た
人
妻
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
濃
密
で
あ
り
、〈
自
分
〉
の
時
間
の
中
で
の
感
情
の
起
伏
に
も
、
極
め
て
劇

的
な
抑
揚
が
認
め
ら
れ
る
。「
痴
人
の
愛
」
に
は
、
こ
の
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
の
小
説
の
翳
が
濃
厚
に
窺
え
る
が
、
谷
崎
は
意
識
的
に
、

こ
れ
を
譲
治
の
「
懺
悔
」
と
し
て
終
え
る
こ
と
を
回
避
し
た
。
こ
の
「
記
録
」
を
書
き
終
え
た
譲
治
の
自
負
は
ま
た
、
自
分
は
第

二
の
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
に
は
な
ら
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
も
結
果
的
に
含
み
こ
ん
で
い
た
筈
で
あ
る
。

　
「
痴
人
の
懺
悔
」
に
は
、
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
そ
の
人
と
も
思
わ
れ
る
〈
自
分
〉
の
、「
人
形
の
家
」
の
作
者
イ
プ
セ
ン
や
婦
人
解

て
勤
務
し
、〈
文
化
住
宅
〉
に
帰
っ
て
い
く
譲
治
は
、
会
社
を
離
れ
た
夜
の
〈
私
〉
生
活
に
「
ま
こ
と
の
「
己
」」
を
見
出
し
、
ナ

オ
ミ
と
の
生
活
を
享
楽
す
る
。
会
社
内
の
人
間
関
係
は
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
「
エ
ル
ド
ラ
ド
」
に
赴
い
た
後
、
同
僚
に
ナ
オ
ミ
の
存

在
が
知
ら
れ
、
噂
さ
れ
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
う
し
た
譲
治
の
こ
の
「
記
録
」
に
見
せ
る
姿
勢
こ
そ
、
会
社
は

金
銭
を
得
る
場
所
以
上
の
価
値
を
見
ず
、
徹
底
し
た
個
人
的
趣
味
に
自
己
の
生
の
充
実
を
求
め
る
、
都
市
の
住
民
に
認
め
ら
れ
る
、

斬
新
な
生
活
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
。　

　

夫
が
会
社
に
勤
務
す
る
時
間
帯
の
ナ
オ
ミ
の
奔
放
な
異
性
関
係
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ
れ
に
動
揺
し
、
結
局
、
会
社
生

活
と
家
庭
生
活
、
公
と
私
の
生
活
の
境
界
も
破
壊
さ
れ
、
譲
治
は
会
社
を
辞
め
る
が
、
な
お
ナ
オ
ミ
と
の
夫
婦
関
係
は
持
続
さ
せ

る
。「
痴
人
の
愛
」
と
い
う
テ
ク
ス
ト
の
も
つ
特
異
さ
は
、
専
ら
、
ナ
オ
ミ
の
奔
放
す
ぎ
る
男
性
関
係
や
彼
女
を
同
居
さ
せ
た
際
の
、

遊
戯
に
も
似
た
関
係
の
あ
り
よ
う
に
あ
る
の
で
も
な
く
、
ナ
オ
ミ
の
生
活
に
振
り
回
さ
れ
な
が
ら
も
、
な
お
二
人
が
「
夫
婦
」
の

関
係
を
持
続
し
て
い
る
点
こ
そ
に
あ
っ
た
の
だ
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
、
ナ
オ
ミ
の
奔
放
な
男
性
関
係
で
、
生
活
の
持
続
が
解
体
に
瀕
し
た
、
八
年
間
の
時
間
を
「
痴
人
の
愛
」

と
し
て
「
記
録
」
し
た
譲
治
の
生
み
出
し
た
テ
ク
ス
ト
か
ら
は
、
彼
が
書
く
こ
と
に
は
全
く
の
素
人
で
、
小
説
家
、
戯
曲
家
な
ら

ぬ
一
介
の
技
師
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
譲
治
の
内
面
を
襲
っ
た
筈
の
長
い
時
間
の
中
で
の
感
情
の
昂
揚
、
沈
静
と
い
う
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
劇
的
な
起
伏
は
読
み
手
に
は
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。
或
る
意
味
で
は
、
拙
劣
と
も
言
え
る
ほ
ど
に
、
題
材
の
奇
異

さ
に
比
し
て
、
無
味
乾
燥
で
平
板
な
〈
記
録
〉
に
終
始
し
て
い
る
点
で
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
は
特
異
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
れ
を
記
し

終
え
た
譲
治
に
は
、八
年
間
の
ナ
オ
ミ
と
の
生
活
に
対
す
る
後
悔
も
反
省
も
な
い
。
ま
た
自
己
の
、以
後
の
生
活
に
対
す
る
ビ
ジ
ョ

ン
も
、
一
切
こ
こ
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。「
痴
人
の
愛
」
と
い
う
テ
ク
ス
ト
を
読
ん
だ
後
に
、
読
者
が
受
け
る
奇
妙
な
感
じ
は
、

専
ら
、
記
さ
れ
て
い
る
内
容
に
比
し
て
、
そ
れ
が
平
板
な
叙
述
に
終
始
し
て
い
る
点
に
あ
る
。

　

同
時
期
に
よ
く
読
ま
れ
た
、
オ
ウ
ガ
ス
ト
・
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
の
自
伝
的
小
説
で
あ
る
「
痴
人
の
懺
悔
」
（
注
１
）は
、
異
性
、
同
性

と
の
関
係
を
奔
放
に
繰
り
広
げ
る
、〈
歇
私
的
里
〉的
症
状
の
男
爵
夫
人
と
の
愛
欲
の
葛
藤
に
、地
獄
的
な
十
二
年
間
の
生
活
を
送
っ
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「
人
形
の
家
」に
典
型
的
に
窺
え
る
、世
界
的
に
展
開
し
た
婦
人
解
放
運
動
ま
で
も
恐
ら
く
は
漠
然
と
な
が
ら
、譲
治
の
視
野
に
入
っ

て
い
た
だ
ろ
う
。

　
「
痴
人
の
懺
悔
」
を
訳
し
た
時
期
の
木
村
荘
太
は
、
そ
の
回
想
記
『
魔
の
宴
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
伊
藤
野
枝
ら
と

の
女
性
関
係
に
煩
わ
さ
れ
、
そ
の
体
験
が
、「
痴
人
の
懺
悔
」
の
翻
訳
に
反
映
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。
が
、「
痴
人
の
愛
」
と
い
う

テ
ク
ス
ト
を
綴
ろ
う
と
す
る
譲
治
の
姿
勢
は
、〈
痴
人
〉
と
自
ら
を
呼
び
、
読
者
に
「
笑
つ
て
く
だ
さ
い
」
と
記
し
つ
つ
も
、
こ

の
テ
ク
ス
ト
の
そ
れ
は
、ナ
オ
ミ
体
験
を
〈
懺
悔
〉
す
る
姿
勢
と
は
程
遠
い
。「
痴
人
の
懺
悔
」
の
〈
自
分
〉
の
姿
勢
を
あ
ざ
笑
い
、

「
痴
人
の
懺
悔
」
の
〈
自
分
〉
の
パ
ロ
デ
ィ
を
、
意
識
的
に
演
じ
て
い
る
気
配
さ
へ
窺
え
る
。「
痴
人
の
懺
悔
」
の
語
り
手
の
〈
自

分
〉
は
、
図
書
館
司
書
で
戯
曲
家
、
そ
う
し
た
〈
自
分
〉
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
男
爵
夫
人
と
の
十
二
年
に
も
及
ぶ
関
係
の
記
述
が
、

昂
揚
と
沈
静
と
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
う
ね
り
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
に
対
し
「
痴
人
の
愛
」
の
譲
治
は
、
書
く
営
み
と
は
凡
そ

無
縁
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
あ
り
、
そ
の
「
記
録
」
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
抑
揚
を
欠
い
て
い
る
こ
と
も
、
そ
う
し
た
意
味
で
は
、
そ

れ
な
り
に
納
得
で
き
る
わ
け
だ
。
ま
た
、「
痴
人
の
愛
」
と
い
う
表
題
に
注
目
す
れ
ば
、
松
岡
譲
と
夏
目
漱
石
長
女
、
筆
子
と
の

結
婚
で
失
恋
し
た
久
米
正
雄
が
、そ
れ
に
対
す
る
恨
み
を
直
ぐ
に
小
説
と
し
て
反
映
さ
せ
た
「
夢
現
」（
一
九
一
八
・
一
二
「
新
潮
」）

「
敗
者
」（
一
八
一
八
・
一
二
「
中
央
公
論
」）
な
ど
の
小
説
を
収
録
し
、
一
九
一
九
年
三
月
に
新
潮
社
よ
り
刊
行
し
た
久
米
の
作
品

集
『
痴
人
の
愛
』
も
ま
た
、
譲
治
に
は
想
起
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

時
間
に
沿
っ
て
回
想
さ
れ
、
文
末
は
主
に
「
ま
し
た
」「
で
し
た
」
の
丁
寧
な
調
子
に
終
始
し
、
平
坦
で
抑
揚
に
乏
し
く
、
無

味
乾
燥
と
い
っ
て
よ
い
表
現
に
貫
か
れ
た
譲
治
の
〈
記
録
〉
は
、
最
後
の
「
二
十
八
」
章
に
及
ん
で
、「
さ
て
、
話
は
こ
れ
か
ら

三
四
年
の
後
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。」
と
、
突
然
、
三
、四
年
の
時
間
の
記
述
の
省
略
を
持
つ
。
こ
の
時
間
内
の
譲
治
の
生
活
は
、

そ
れ
ま
で
に
記
し
た
こ
と
の
反
覆
、
継
続
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
な
お
繰
り
返
し
記
述
す
る
こ
と
を
省
略
し
た
、
と
も
解
せ
よ
う
が
、

繰
り
返
さ
れ
る
ナ
オ
ミ
の
行
状
と
そ
の
度
毎
の
私
の
衝
撃
を
思
い
返
す
に
つ
け
、
も
は
や
記
述
を
繰
り
返
す
こ
と
さ
へ
陳
腐
な
営

み
に
も
思
え
て
き
た
譲
治
の
心
情
が
、
こ
う
し
た
表
現
か
ら
透
け
て
く
る
。
そ
こ
に
、
無
味
乾
燥
な
記
録
に
仕
上
げ
ね
ば
な
ら
な

放
論
者
一
般
に
対
す
る
批
判
、
そ
れ
に
対
し
て
受
け
た
世
論
が
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
こ
の
時
丁
度
、「
婦
人
問
題
」

と
称
さ
れ
る
処
の
も
の
に
多
大
な
興
味
が
喚
起
さ
れ
た
。
名
高
い
那
威
の
男
の
、
ブ
リ
ュ
ー
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
が
、
こ
れ
を
題
材
と

す
る
戯
曲
を
書
い
た
。
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
臆
弱
な
人
心
が
圧
迫
さ
れ
る
女
性
を
到
る
処
に
見
出
す
完
全
な
マ
ニ
ア
に
罹
つ
た
。
自

分
は
そ
れ
ら
の
思
想
と
闘
つ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
「
女
嫌
ひ
」
と
云
ふ
綽
名
を
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
綽
名
は
一
生
自

分
に
付
い
て
纏
つ
た
。」。「
痴
人
の
懺
悔
」
の
〈
自
分
〉
が
蒙
っ
た
婦
人
解
放
論
者
か
ら
の
批
判
は
、
男
爵
夫
人
が
そ
れ
に
加
担

し
た
こ
と
で
一
層
強
ま
る
こ
と
に
な
る
。

　

片
山
正
雄
の
抄
訳
本
『
男
女
と
天
才
』（
一
九
〇
六
・
一　

大
日
本
図
書
）
も
刊
行
さ
れ
、
わ
が
国
の
男
性
作
家
に
も
大
き
な
共

鳴
を
与
え
た
『
性
と
性
格
』(
一
九
〇
三)

の
著
者
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
若
き
哲
学
の
徒
、オ
ッ
ト
ー
・
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
に
つ
い
て
は
、

谷
崎
も
そ
れ
に
刺
激
さ
れ
た
小
説
を
幾
つ
か
書
い
て
い
る
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
は
ま
た
、
二
三
歳
で

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
終
焉
の
家
で
自
殺
を
図
っ
た
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
の
こ
の
著
作
に
、
大
き
な
共
鳴
を
し
た
一
人
で
あ
っ
た
（
注
２
）。「
痴
人

の
懺
悔
」
を
訳
し
た
木
村
荘
太
の
回
想
記
『
魔
の
宴
』
に
よ
れ
ば
、
谷
崎
も
ま
た
イ
プ
セ
ン
嫌
い
で
あ
っ
た
と
言
う
。「
痴
人
の

愛
」
に
は
、
イ
プ
セ
ン
の
「
人
形
の
家
」
が
翳
を
落
と
し
て
い
る
に
違
い
な
く
、
ナ
オ
ミ
は
成
長
す
る
に
つ
れ
て
、
譲
治
の
期
待

す
る
〈
人
形
〉
で
あ
る
こ
と
か
ら
逸
脱
し
、
奔
放
な
男
性
関
係
を
繰
り
広
げ
る
。
し
か
し
、
彼
女
は
、「
人
形
の
家
」
と
は
異
な
り
、

妻
で
あ
る
こ
と
を
放
棄
も
し
な
い
し
、
強
か
に
そ
の
地
位
を
守
り
続
け
た
。
譲
治
は
、
結
局
、
そ
う
し
た
ナ
オ
ミ
を
、
な
お
〈
妻
〉

と
し
て
許
容
す
る
自
分
た
ち
夫
婦
の
あ
り
方
を
、
わ
が
国
が
今
後
〈
国
際
的
〉
に
発
展
し
て
い
く
、
そ
う
し
た
時
代
の
先
駆
的
な

夫
婦
の
あ
り
方
と
し
て
、
自
己
の
正
当
性
を
証
し
て
い
る
わ
け
だ
。

　

こ
こ
で
譲
治
が
如
何
な
る
意
味
で
、
ナ
オ
ミ
と
の
夫
婦
関
係
の
あ
り
よ
う
を
「
国
際
的
」
と
呼
ん
で
い
る
の
か
、
ナ
オ
ミ
に
メ

リ
イ
・
ピ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ド
の
面
影
を
見
て
い
た
よ
う
に
、
恐
ら
く
こ
の
時
期
に
高
度
な
技
術
的
な
発
展
を
見
せ
、
わ
が
国
で
も
一

般
の
娯
楽
と
し
て
浸
透
し
つ
つ
あ
っ
た
活
動
写
真
の
、
例
え
ば
一
九
二
〇
年
作
の
バ
ス
タ
ー
・
キ
ー
ト
ン
監
督
主
演
の
無
声
喜
劇

映
画
、
簡
易
な
文
化
住
宅
で
マ
イ
・
ホ
ー
ム
を
築
こ
う
と
す
る
新
婚
男
女
を
材
料
に
し
た
「
文
化
生
活
一
週
間
」
な
ど
と
と
も
に
、



─　82　──　83　─

も
、
先
に
挙
げ
た
こ
の
翻
訳
の
「
序
」
で
、
日
本
の
文
壇
と
は
没
交
渉
に
い
る
自
分
を
語
り
、
こ
れ
を
訳
出
し
た
理
由
を
、
次
の

よ
う
に
皮
肉
っ
て
語
っ
た
。「
お
ヽ
、
文
学
の
御
好
き
な
江
湖
の
青
年
淑
女
諸
君
よ
。
少
し
は
か
う
云
ふ
本
も
買
つ
て
読
ん
で
置

き
給
へ
。
成
る
程
、
当
節
、
流
行
の
堂
々
た
る
人
道
主
義
、
民
衆
主
義
、
は
た
ま
た
伝
統
主
義
の
諸
文
学
、
い
づ
れ
も
結
構
な
も

の
に
相
違
な
い
。
大
に
そ
れ
等
の
文
学
も
味
は
れ
て
、「
人
生
の
根
底
？
」
と
か
「
民
族
の
精
神
？
」
と
か
に
触
れ
給
え
。
し
か
し
、

あ
ま
り
真
面
目
に
な
つ
て
日
々
夜
々
人
類
や
民
族
の
為
に
心
血
を
注
い
で
も
、
御
身
体
に
障
る
と
い
け
な
い
か
ら
、
偶
に
は
か
う

云
ふ
文
学
も
読
ん
で
、
肩
の
張
る
の
を
癒
し
給
へ
。
わ
る
い
こ
と
は
云
は
な
い
つ
も
り
だ
。」。　
　

　

こ
う
し
た
「
阿
片
溺
愛
者
の
告
白
」
の
、〈
私
〉
の
口
調
は
、譲
治
が
ナ
オ
ミ
体
験
を
語
る
口
調
と
重
な
り
、谷
崎
が
「
痴
人
の
愛
」

を
書
こ
う
と
し
た
姿
勢
と
も
通
じ
合
っ
て
い
な
が
ら
、〈
溺
愛
〉
体
験
を
通
過
し
て
以
後
に
記
さ
れ
て
い
る
点
で
、
異
質
で
あ
る
。

佐
藤
春
夫
の
第
一
創
作
集
『
病
め
る
薔
薇
』
の
序
文
で
、
佐
藤
の
友
人
谷
崎
は
『
病
め
る
薔
薇
』
収
録
の
諸
作
品
の
内
で
、「
予

は
何
よ
り
も
「
指
紋
」
を
好
む
」
と
記
し
て
い
る
が
、
谷
崎
自
身
初
期
の
「
秘
密
」（
一
九
一
一
・
一
一
「
中
央
公
論
」）
で
既
に
、

デ
・
ク
イ
ン
シ
ー
の
「M

urder C
onsidered as one of the Fine A

rts

」（「
芸
術
の
一
分
野
と
し
て
見
た
殺
人
」）
を
〈
私
〉
が
好

む
作
品
と
し
て
挙
げ
、
後
に
は
、
中
絶
し
た
が
一
九
三
一
年
三
月
か
ら
六
月
ま
で
「
犯
罪
科
学
」
に
こ
れ
を
訳
出
（
注
４
）し
、
谷
崎
自
身

も
当
初
よ
り
こ
の
文
学
者
に
は
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。「
阿
片
溺
愛
者
の
告
白
」
の
、
よ
く
知
ら
れ
た
幻
想

を
垣
間
見
る
表
現
は
、谷
崎
潤
一
郎
「
二
人
の
藝
術
家
の
話
」（
一
九
一
八
・
七
臨
時
増
刊
「
中
央
公
論
」、後
「
金
と
銀
」
と
改
題
〕

の
、
精
神
が
異
常
に
な
っ
た
主
人
公
の
幻
覚
の
場
面
な
ど
に
そ
の
影
響
が
明
ら
か
に
見
て
と
れ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
写
真
撮
影
が
わ
が
国
で
一
般
に
浸
透
し
た
の
は
、「
麦
打
ち
」「
雨
の
日
」
の
写
真
を
収
録
す
る
、
水
彩
画
家
、
三

宅
克
巳
の
『
写
真
の
う
つ
し
方
』
が
一
九
一
六
年
に
阿
蘭
陀
書
房
よ
り
刊
行
さ
れ
、
二
二
年
ま
で
に
六
〇
版
を
数
え
る
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
に
な
っ
た
こ
と
に
窺
え
る
よ
う
に
、
大
正
中
期
で
あ
っ
た
。
と
同
時
に
、
こ
の
時
期
に
は
、
写
真
撮
影
は
よ
り
一
般
に
普
及
・

浸
透
し
、
全
国
各
地
に
写
真
撮
影
同
好
会
が
結
成
さ
れ
、
写
真
の
展
示
会
が
全
国
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
時
期
に
、
わ
が
国

の
写
真
発
展
に
最
も
功
績
の
あ
っ
た
小
西
本
店
が
、
自
社
の
撮
影
器
材
を
宣
伝
す
る
目
的
で
、
会
社
Ｐ
Ｒ
の
小
冊
子
「
写
真
の
趣

か
っ
た
、
譲
治
の
過
ぎ
た
時
間
の
総
体
に
対
す
る
一
つ
の
虚
無
的
な
反
応
も
見
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
抑
揚
の
な
い
譲
治
の
〈
記
録
〉
は
、
阿
片
吸
引
の
八
年
間
の
体
験
を
記
し
、
そ
の
誘
惑
か
ら
逃
れ
出
た
、
デ
・
ク
イ
ン
シ
ー

の
「
阿
片
溺
愛
者
の
告
白
」
の
〈
私
〉
の
姿
勢
に
近
い
も
の
で
あ
る
。「
痴
人
の
懺
悔
」
を
訳
し
た
木
村
荘
太
と
も
、
伊
藤
野
枝

の
存
在
を
通
し
て
微
妙
に
関
わ
る
辻
潤
が
、「
阿
片
溺
愛
者
の
告
白
」
と
題
し
て
デ
・
ク
イ
ン
シ
ー
の
こ
の
作
品
を
三
陽
堂
書
店

よ
り
刊
行
し
た
の
は
、「
指
紋
」
が
発
表
さ
れ
た
同
年
、
一
九
一
八
年
五
月
で
あ
っ
た
。「「
指
紋
」
と
云
ふ
小
説
を
諸
君
は
読
み

ま
し
た
か
。
彼
の
其
傑
作
は
こ
の
本
を
読
了
し
て
興
奮
し
た
結
果
、
生
ま
れ
た
作
品
な
の
で
す
。」、
こ
の
小
説
を
訳
出
し
た
辻
潤

は
、
後
の
春
秋
社
刊
の
一
九
二
四
年
版
に
付
さ
れ
た
「
序
」
に
こ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
が
、
佐
藤
春
夫
の
デ
ビ
ュ
ウ
作
「
指
紋
」

（
一
九
一
八
・
七
臨
時
増
刊
「
中
央
公
論
」）
は
、
阿
片
吸
引
中
の
殺
人
事
件
を
描
き
、
中
に
こ
の
作
品
が
重
要
な
作
と
し
て
織
り

込
ま
れ
て
い
た
。
更
に
、「
月
か
げ
（「
指
紋
」
の
主
人
公
Ｒ
・
Ｎ
の
遺
稿
か
ら
の
断
片
）」（
一
九
一
八
・
三｢

帝
国
文
学｣

）
の
、

短
編
集
『
病
め
る
薔
薇
』(

一
九
一
八
・
一
一　

天
佑
社)

収
録
分
に
も
、「
Ｒ
・
Ｎ
は
多
分
こ
れ
ら
の
も
の
を
集
め
て
、
例
のD

e 

Q
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の "C
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ater "

の
向
う
を
張
る
つ
も
り
」
と
記
さ
れ
、「
こ
れ
は
こ
の
間
、
友
人
辻
潤

か
ら
彼
の
手
に
な
つ
た
オ
ピ
ア
ム
・
イ
ー
タ
ー
の
訳
本
を
も
ら
っ
て
読
ん
だ
時
に
、
さ
う
思
つ
た
」
と
あ
る
。
佐
藤
春
夫
と
デ
・

ク
イ
ン
シ
ー
の
関
わ
り
に
は
、
辻
潤
が
介
在
し
て
い
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
辻
は
、
こ
の
作
品
の
「
第
一
編
」「
読
者
に
」
を
次
の

よ
う
に
訳
出
し
た
。「
慇
懃
な
読
者
よ
、
私
は
今
あヽ
ヽ

ヽ

な
た
に
自
分
の
生
涯
に
於
け
る
著
し
い
時
代
の
物
語
を
献
じ
ま
す
。
自
分
が

そ
れ
に
対
す
る
要
求
か
ら
云
へ
ば
、
単
に
興
味
あ
る
記
録
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
非
常
に
有
益
で
あ
り
、
又
教
訓
的
で
あ
る
こ

と
を
希
望
も
し
、
信
じ
た
く
も
あ
る
の
で
す
。
私
が
こ
れ
を
書
い
た
と
云
ふ
の
も
、
つ
ま
り
そ
の
希
望
か
ら
な
の
で
、
そ
れ
が

ま
た
大
抵
の
場
合
に
、
自
分
等
の
過
失
や
、
弱
点
を
公
衆
の
面
前
に
曝
す
と
云
ふ
こ
と
を
さ
せ
な
い
あ
の
デ
リ
ケ
ー
ト
な
尊
い

慎ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ま
し
さ
を
私
が
破
つ
た
と
云
ふ
弁
解
に
も
な
ら
な
け
れ
ば
困
る
の
で
す
。
実
際
、
公
衆
環
視
の
中
で
、
自
分
の
道
徳
的
腫
物
や

傷
口
を
無
遠
慮
に
見
せ
び
ら
か
し
、
よ
し
人
間
の
弱
点
を
赦
罪
す
る
時
タ
イ
ム
が
そ
れ
ら
を
蓋
い
包
む
か
も
し
れ
な
い
に
し
て
も
、『
高

雅
な
帷と
ば
り帳
』
を
引
き
裂
く
と
云
ふ
こ
と
以
上
に
英
国
風
の
感
情
に
対
し
て
反
逆
的
な
も
の
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
」
（
注
３
）

辻
潤
自
身
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率
は
、
子
供
の
い
な
い
家
庭
の
二
倍
で
あ
る
。
子
供
の
写
真
を
撮
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
と
く
に
子
供
が
小
さ
い
と
き
は
、
親

の
無
関
心
の
表
わ
れ
で
あ
り
、
卒
業
写
真
に
出
な
い
こ
と
が
、
思
春
期
の
反
抗
の
ゼ
ス
チ
ュ
ア
で
あ
る
の
と
同
じ
で
あ
る
」、「
ど

こ
の
家
で
も
肖
像
写
真
に
よ
る
年
代
記
、
│
一
家
を
め
ぐ
っ
て
の
証
言
と
な
る
一
冊
の
写
真
帖
が
つ
く
ら
れ
る
。
ど
う
い
う
活
動

が
写
っ
て
い
る
か
は
問
題
で
は
な
く
、
写
真
が
撮
ら
れ
て
大
事
に
さ
れ
て
い
れ
ば
い
い
の
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア

メ
リ
カ
の
工
業
国
で
、家
族
制
度
そ
の
も
の
が
根
本
か
ら
揺
ら
ぎ
は
じ
め
た
と
き
に
、写
真
が
家
庭
生
活
の
ひ
と
つ
の
儀
式
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。」（
近
藤
耕
人
氏
訳
）
な
ど
と
記
し
て
い
る
が
、
個
人
主
義
の
進
展
、
儒
教
倫
理
の
希
薄
化
、
男
女
関
係
の
急
激
な

変
容
を
背
景
に
、
従
来
の
家
制
度
は
解
体
の
危
機
に
瀕
し
、
男
女
の
個
人
的
な
愛
情
関
係
に
基
づ
い
て
家
庭
が
形
成
さ
れ
よ
う
と

し
た
の
は
、
日
露
戦
争
後
で
あ
っ
た
。
島
崎
藤
村
の
『
家
』
の
上
巻
二
章
で
の
、
橋
本
家
で
の
一
族
主
従
集
ま
っ
て
の
記
念
撮
影

の
場
面
を
す
ぐ
に
想
起
さ
せ
る
、
こ
の
ス
ー
ザ
ン
・
ソ
ン
タ
グ
の
記
述
の
通
り
、
小
西
は
従
来
の
家
制
度
が
解
体
し
、
家
族
形
態

が
不
安
定
に
な
り
始
め
た
時
期
に
、
家
庭
団
欒
の
写
真
を
自
社
の
冊
子
に
盛
ん
に
掲
載
す
る
こ
と
を
目
論
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
家
庭
団
欒
の
風
景
を
写
真
と
し
て
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
、
家
族
形
態
の
安
定
を
外
部
か
ら
保
証
し
、
家
族
の
連
帯
を
確
認

で
き
る
有
力
な
営
み
と
な
る
こ
と
を
、
小
西
本
店
が
直
感
し
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
冊
子
の
一
九
二
二
年
一
月
発
行

の
第
三
〇
号
で
は
、「「
家
庭
」
懸
賞
写
真
募
集
」
の
記
事
も
見
ら
れ
る
が
、
多
く
は
撮
影
者
は
父
親
、
そ
の
ま
な
ざ
し
の
も
と
で

平
和
に
戯
れ
る
母
親
と
児
童
、
と
い
っ
た
構
図
の
写
真
で
、
あ
る
べ
き
平
和
な
家
庭
の
あ
り
方
を
示
し
、
素
人
写
真
家
に
理
想
的

な
家
庭
像
を
視
覚
的
に
流
し
続
け
た
（
図
１
）。
因
み
に
洋
画
の
世
界
で
は
、
小
出
楢
重
の
代
表
作
、
食
卓
を
囲
む
自
身
を
含
む

家
族
を
描
い
た
『
Ｎ
の
家
族
』
の
制
作
は
、
一
九
一
九
年
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
国
木
田
独
歩
の
「
武
蔵
野
」（
一
八
九
八
・
一
，
二
「
国
民
之
友
」、
原
題
「
今
の
武
蔵
野
」）
の
「
自
分
」
は
、
循
環

す
る
四
季
の
中
で
、
刻
々
に
光
や
風
、
空
気
に
よ
っ
て
趣
き
を
変
え
る
武
蔵
野
の
光
景
を
日
記
に
書
き
止
め
、
そ
の
一
部
を
抜
き

出
し
て
「
武
蔵
野
」
に
引
用
し
た
。
自
然
の
中
に
分
け
入
り
、〈
武
蔵
野
〉
の
光
景
の
時
間
の
移
り
行
く
中
で
の
自
然
の
変
化
を

日
記
に
書
き
留
め
る
〈
自
分
〉
の
、
一
九
世
紀
半
ば
か
ら
印
象
派
に
い
た
る
西
洋
の
画
家
の
姿
勢
と
共
通
す
る
態
度
は
、
二
葉
亭

味
」
を
刊
行
し
た
の
は
、
一
九
一
七
年
三
月
で
あ
る
（
注
５
）。

　

当
時
の
小
西
本
店
は
、
自
社
考
案
の
自
慢
製
品
、
リ
リ
ー
・
カ
メ
ラ
を
イ
ギ
リ
ス
に
も
輸
出
し
、
一
九
一
八
年
に
は
年
間
売
り

上
げ
を
百
万
円
に
伸
ば
し
、
順
調
な
発
展
を
見
せ
て
い
た
が
、
隔
月
刊
の
冊
子
「
写
真
の
趣
味
」
の
刊
行
に
は
、
こ
う
し
た
写
真

撮
影
の
、
更
な
る
普
及
浸
透
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
写
真
器
、
現
像
器
の
小
型
化
、
携
帯
化
が
実
現
し
、
撮
影
現
像
が
手
軽
な

も
の
に
な
っ
た
、
そ
う
し
た
カ
メ
ラ
界
の
現
状
を
知
ら
し
め
る
意
図
も
あ
っ
た
。
全
国
か
ら
素
人
写
真
の
傑
作
を
募
集
し
、
そ
れ

を
審
査
し
、
優
れ
た
作
品
を
誌
面
に
、
写
真
版
で
掲
載
す
る
編
集
方
針
を
採
り
、
更
に
、
撮
影
、
現
像
に
お
け
る
撮
影
愛
好
家
の

苦
労
、
独
創
的
な
ア
イ
デ
ア
を
記
し
た
エ
ッ
セ
イ
を
も
募
り
、
一
般
の
写
真
撮
影
に
対
す
る
関
心
を
よ
り
高
め
よ
う
と
し
た
の
で

あ
る
。
特
に
積
雪
期
や
、
山
岳
、
夜
間
で
の
手
軽
で
確
実
な
撮
影
方
法
な
ど
を
、
編
集
者
自
身
、
愛
好
者
と
共
に
考
え
よ
う
と
す

る
姿
勢
を
示
し
た
。
応
募
さ
れ
た
写
真
に
つ
い
て
は
、
表
題
、
撮
影
者
の
氏
名
と
と
も
に
、
出
身
地
を
合
わ
せ
て
記
す
方
針
を
採

る
。
寄
せ
ら
れ
誌
面
に
掲
載
さ
れ
た
風
景
写
真
の
多
く
は
、
絵
画
の
名
作
の
風
景
画
を
意
識
し
た
構
図
か
ら
成
り
、
絵
画
と
写
真

の
関
係
の
深
さ
を
認
識
さ
せ
ら
れ
る
。
と
と
も
に
、
撮
影
対
象
の
多
く
は
、
静
か
で
平
穏
な
田
舎
の
風
景
で
あ
り
、
そ
う
し
た
風

景
を
背
景
に
し
て
、
黙
々
と
勤
労
に
励
む
人
間
の
姿
な
ど
、
い
か
に
も
〈
日
本
的
〉
な
平
穏
さ
、
静
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
作
品
が

多
い
。
そ
こ
に
は
、
渕
上
白
楊
の
「
自
然
を
愛
す
る
事
か
ら
始
ま
る
」
と
の
、
満
州
写
真
協
会
の
写
真
に
対
す
る
理
念
と
も
一
面

通
じ
る
も
の
が
感
じ
取
れ
よ
う
。

　

と
と
も
に
、
こ
の
冊
子
「
写
真
の
趣
味
」
の
応
募
写
真
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
児
童
を
見
や
る
母
親
、
と
い
う
構
図
か
ら
成

る
家
庭
団
欒
の
光
景
が
目
立
つ
こ
と
で
あ
る
。
多
く
は
、
撮
影
者
は
父
親
で
あ
る
た
め
か
、
父
親
不
在
の
光
景
で
、
児
童
を
愛
情

豊
か
に
家
庭
で
見
守
り
、
教
育
す
る
母
親
、
母
親
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
の
び
の
び
と
遊
ぶ
児
童
、
そ
れ
を
撮
影
す
る
父
親
と
い

う
、
そ
う
し
た
家
庭
で
の
父
母
の
役
割
の
固
定
化
に
導
く
構
図
で
あ
る
。

　

ス
ー
ザ
ン
・
ソ
ン
タ
グ
は
、『
写
真
論
』
で
、「
カ
メ
ラ
は
家
庭
生
活
と
と
も
に
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
行
わ
れ
た
社
会
学
の
調
査

に
よ
れ
ば
、
大
部
分
の
家
庭
が
カ
メ
ラ
を
一
台
は
も
っ
て
い
る
が
、
子
供
の
い
る
家
庭
が
少
な
く
と
も
一
台
の
カ
メ
ラ
を
も
つ
比
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ナ
オ
ミ
と
夫
婦
関
係
に
あ
り
続
け
た
時
間
の
み
に
譲
治
の
存
在
価
値
が
あ
り
、
一
般
社
会
に
お
け
る
〈
夫
婦
〉
と
い
う
制
度
、
関

係
の
所
有
す
る
意
味
を
逆
に
強
く
あ
か
す
テ
ク
ス
ト
と
な
っ
た
の
だ
。

　

ナ
オ
ミ
の
限
り
な
く
拡
散
さ
れ
た
男
性
関
係
が
露
呈
し
、
夫
で
あ
る
こ
と
を
危
う
く
さ
れ
た
譲
治
は
、
子
供
を
作
る
こ
と
を
ナ

オ
ミ
に
提
案
し
た
が
、
ナ
オ
ミ
に
あ
っ
さ
り
と
拒
否
さ
れ
る
。
同
じ
谷
崎
の
「
春
琴
抄
」（
一
九
三
三
・
六
「
中
央
公
論
」）
で
は
、

春
琴
と
佐
助
の
間
に
子
供
ま
で
誕
生
し
な
が
ら
、
春
琴
は
夫
婦
関
係
に
入
る
こ
と
を
拒
否
し
、
二
人
は
表
面
上
は
厳
し
い
師
弟

の
関
係
を
守
り
続
け
る
。
そ
こ
に
は
夫
婦
と
い
う
関
係
よ
り
も
、
従
来
の
師
弟
と
い
う
関
係
の
、
伝
統
あ
る
安
定
し
た
絆
を
、
結

婚
形
態
以
上
の
も
の
と
し
て
、
そ
れ
を
〈
聖
〉
な
る
も
の
と
し
て
選
び
取
ろ
う
と
す
る
春
琴
の
意
志
が
汲
み
取
れ
る
。
個
人
の
愛

情
関
係
よ
り
な
る
夫
婦
と
い
う
関
係
の
、
新
た
な
確
か
な
規
範
が
成
立
せ
ぬ
時
代
に
、
北
村
透
谷
は
古
く
「
厭
世
詩
家
と
女
性
」

（
一
八
九
二
・
二
「
女
学
雑
誌
」）
で
記
し
た
、〈
恋
愛
〉
と
は
異
な
り
世
俗
の
塵
に
紛
れ
ざ
る
を
得
な
い
〈
婚
姻
〉
関
係
よ
り
も
、

安
定
し
た
伝
統
的
な
師
弟
愛
の
形
式
を
、
美
意
識
に
よ
っ
て
選
び
取
っ
た
の
が
、
春
琴
と
佐
助
で
あ
っ
た
。

　

譲
治
の
記
す
、「
記
録
」
に
価
す
る
、「
国
際
的
な
」
夫
婦
関
係
の
あ
り
よ
う
は
、
こ
う
し
た
従
来
の
わ
が
国
の
家
制
度
が
解
体

し
た
後
に
、
そ
れ
に
変
わ
る
規
範
が
成
立
せ
ぬ
ま
ま
、
現
出
し
た
〈
家
庭
〉
の
行
方
の
典
型
が
、
見
事
に
形
象
化
さ
れ
て
い
る
。

小
冊
子
「
写
真
の
趣
味
」
で
小
西
本
店
が
家
庭
の
理
想
的
な
形
と
し
て
示
し
た
、
子
供
を
交
え
た
安
穏
な
団
欒
の
写
真
の
構
図
（
図
１
）こ

そ
、
ナ
オ
ミ
が
最
も
嫌
悪
せ
る
風
景
で
あ
っ
た
ろ
う
。
譲
治
と
ナ
オ
ミ
の
関
係
は
、
家
庭
の
外
部
に
外
部
に
と
、
そ
れ
を
突
き
崩

す
形
で
流
動
し
て
い
く
点
で
は
、
容
易
に
い
か
な
る
体
制
に
も
組
み
込
ま
れ
な
い
、
家
庭
の
あ
り
方
の
姿
で
も
あ
っ
た
。
そ
こ
に
、

同
時
代
を
生
き
た
ナ
オ
ミ
の
生
の
あ
り
よ
う
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注
１　
「
痴
人
の
懺
悔
」
の
英
文
で
の
表
題
は
、
通
常
、"T

he C
onfession of a fool"

で
あ
る
。

注
２　

ニ
ー
ケ
・
ワ
グ
ナ
ー
『
世
紀
末
ウ
イ
ー
ン
の
精
神
と
性
』（
一
九
八
八
・
三　

筑
摩
書
房
、
菊
盛
英
雄
氏
訳
）。
ワ
グ
ナ
ー
は
こ
の
著
書

 

������

で
、
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
の
遺
書
の
中
に
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
か
ら
来
た
手
紙
が
あ
り
、
そ
こ
で
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
は
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
の
こ
の

四
迷
訳
「
あ
ひ
び
き
」（
一
八
八
七
・
七
「
国
民
之
友
」）
の
自
然
描
写
に
、
己
の
感
性
を
揺
り
動
か
さ
れ
、「
あ
ひ
び
き
」
の
〈
余
〉

の
感
性
と
一
体
化
し
よ
う
と
す
る
意
図
の
表
象
で
あ
り
、
従
来
の
四
季
の
変
化
と
は
異
な
る
、
瞬
間
に
変
わ
る
自
然
の
風
景
を
感

受
す
る
こ
と
で
己
の
生
き
た
証
と
す
る
点
で
画
期
的
だ
が
、
譲
治
も
ま
た
、
時
間
と
と
も
に
刻
々
に
変
わ
る
ナ
オ
ミ
の
成
熟
す
る

身
体
の
視
覚
的
な
像
を
日
記
に
書
き
と
ど
め
た
。

　
「
武
蔵
野
」
の
「
自
分
」
の
記
す
風
景
は
、
誰
も
が
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
そ
れ
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
四
季
と
と
も
に

循
環
を
繰
り
返
す
つ
つ
、
時
間
の
中
で
瞬
間
に
変
化
す
る
対
象
に
感
じ
入
る
己
の
感
性
の
特
異
さ
を
、
近
代
的
な
感
性
と
信
じ
て

「
自
分
」
は
公
表
し
た
筈
だ
が
、
譲
治
が
見
て
、
日
記
に
書
き
と
ど
め
る
ナ
オ
ミ
の
身
体
は
、
ひ
た
す
ら
成
熟
に
向
う
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
を
綴
っ
た
と
し
て
も
、
通
常
は
個
人
の
秘
密
と
し
て
譲
治
の
内
に
仕
舞
い
こ
ま
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
譲
治
は
、
ナ
オ
ミ
の
成
熟
す
る
身
体
の
断
片
を
、
こ
の
時
期
に
一
般
に
普
及
し
つ
つ
あ
っ
た
写
真
撮
影
の

被
写
体
と
し
て
撮
影
し
、
保
存
し
よ
う
と
し
た
。
写
真
撮
影
の
誕
生
期
に
、
撮
影
の
先
駆
者
た
ち
の
被
写
体
と
し
て
協
力
し
た
多

く
は
、
撮
影
者
の
妻
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
写
真
の
歴
史
を
記
し
た
多
く
の
研
究
に
認
め
ら
れ
る
が
、
妻
ナ
オ
ミ
を
写
し
、
そ
れ
を

譲
治
が
秘
蔵
し
た
写
真
も
ま
た
、一
種
の
家
庭
写
真
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、小
西
本
店
が
小
冊
子「
写
真
の
趣
味
」

刊
行
で
流
通
さ
せ
よ
う
と
し
た
、
家
庭
団
欒
の
構
図
と
は
、
そ
れ
は
全
く
対
極
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
女
性
の
裸
体
を
被
写
体

に
す
る
こ
と
は
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
イ
と
も
関
わ
り
、
写
真
誕
生
の
期
に
、
個
人
の
現
世
に
生
き
た
こ
と
を
証
す
肖
像
写
真
と
と

も
に
、
如
何
な
る
国
に
お
い
て
も
、
写
真
撮
影
の
草
創
期
か
ら
認
め
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
も
、
譲
治
の
視
線
が
届

か
な
い
世
界
で
限
り
な
く
発
展
す
る
ナ
オ
ミ
の
異
性
関
係
を
思
え
ば
、
彼
女
の
身
体
は
譲
治
以
外
の
、
無
数
の
男
性
に
よ
る
日
記

の
記
述
の
対
象
、
撮
影
の
被
写
体
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
を
孕
ん
で
い
る
こ
と
に
な
り
、
ナ
オ
ミ
は
成
熟
す
る
時
間
の
中
で
、
譲

治
の
個
人
的
な
日
記
の
頁
、写
真
の
フ
レ
ー
ム
か
ら
、遥
か
遠
く
に
逸
脱
し
て
い
っ
た
わ
け
だ
。「
痴
人
の
愛
」と
い
う
テ
ク
ス
ト
は
、

従
来
の
才
子
佳
人
小
説
の
型
を
一
面
踏
襲
し
な
が
ら
、も
は
や
私
的
な
「
記
録
」
を
楽
し
み
と
し
て
持
つ
こ
と
も
許
さ
れ
な
く
な
っ

た
者
か
ら
生
ま
れ
、
ナ
オ
ミ
が
〈
妻
〉
で
あ
る
こ
と
を
公
表
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
者
の
必
然
的
な
「
記
録
」
で
あ
る
。
逆
に
、
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（図 1）「写真の趣味」26 号
（1921.5）掲載

（図 1）「写真の趣味」27 号
（1921.7）掲載
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著
書
か
ら｢

一
種
の
救
い｣

を
得
た
、
と
記
し
て
い
る
。

注
３　
『
阿
片
溺
愛
者
の
告
白
』
の
こ
の
箇
所
、　

"O
R
IG
IN
A
L

　

PR
E
FA
C
E

　

IN

　

T
H
E

　

Y
E
A
R

　

1821"

は
、SIR

　

G
E
O
R
G
E
  

 

 

������ D
O
U
G
L
A
S

の
紹
介
文
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
、"E

V
E
R
Y
M
A
N
'S　

L
IB
R
A
R
Y
; E
D
IT
E
D

　

B
Y

　

E
R
N
E
ST

　

R
H
Y
S

¨First　
 

 
 
 

Issue　
O
F　

T
H
IS　

E
D
IT
IO
N
'　

1907

＼R
eprinted　

1910;  1913;  1917;1920; 1925;  1928; "

の
本
文
に
拠
れ
ば
、
次
の
よ

 

�����

う
で
あ
る
。
但
し
こ
の
版
は
、
辻
が
「
偶
然
丸
屋
二
階
」
で
手
に
と
り
、
そ
の
「
訂
正
増
補
」
版
は
「
冗
長
極
る
文
章
」�

で
あ
っ
た 

所

　
　
　

為
で
辻
は
途
中
か
ら
「
マ
ク
ミ
ラ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
ク
ラ
シ
ッ
ク
」
を
用
い
た
、
と
記
し
て
い
る
。

I H
E
R
E
 present you,courteous reader,w

ith the record of a rem
arkable period of m

y life; and according to m
y application of 

it, I trust that it w
ill prove, not m

erely an interesting record, but,in a considerable degree,instructive. In that hope it is that I 

have draw
n it up; and that m

ust be m
y apology for breaking through those restraints of delicate reserve,w

hich,for the m
ost 

part,intercept the public exposure of our ow
n errors and infirm

ities.

注
４　

谷
崎
潤
一
郎
訳
「
芸
術
の
一
種
と
し
て
見
た
る
殺
人
に
就
い
て
」
は
、
紅
野
敏
郎
・
千
葉
俊
二
氏
編
「
資
料　

谷
崎
潤
一
郎
」（
一
九
八

 

�������

〇
・
七　

桜
楓
社
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
千
葉
氏
に
よ
る
「
解
題
」
に
よ
れ
ば
、「
誰
か
の
下
訳
に
よ
っ
た
も
の
」
で
あ
る
。

注
５　

小
西
本
店
発
行
の
冊
子
「
写
真
の
趣
味
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
雑
誌
紹
介
１　
「
写
真
の
趣
味
」」(

「
駒
澤
短
大
国
文
33
」
平
成　

 

�������

一
五
・
三)

で
触
れ
た
。
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（図 1）「写真の趣味」32 号
（1922.5）掲載

（図 1）「写真の趣味」32 号
（1922.5）掲載


